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庭用の動脈硬化診断装置にも応用し

ていきたいと考えている。

（４） 生体信号で操作する福祉機器
 本研究室では，生体信号を使って

操作するさまざまな福祉機器を開発

しているが，2005 年度は筋電信号

を使って操作が可能な車椅
い

子
す

ロボッ

トを開発した。筋電信号は体のさま

ざまな部位から計測できるため，例

えば首から下が動かない頸
けい

椎
つい

損傷の

方でも，顔から信号を計測すれば操

作が可能である。開発した車椅子ロ

ボットを操作している様子を図 2 に

示す。目の下に装着した筋電センサ

により，目周辺の筋の動きをコンピ

ュータが識別し，車椅子の操作がで

きる。ニューラルネットを用いた学

習機能を使うことで個人差を吸収し

ているため，誰でも簡単に操作する

ことができる。

（５）非接触筋電計

 筋電位は微弱信号なので，計測す

るためには，一般に，導電性ペース

トを皮膚と電極の間に塗らなければ

ならない。しかし，（4）の車椅子ロ

ボットを操作する場合を例に挙げて

も，導電性ペーストはない方が良

く，もっと手軽に筋電位を計測でき

ることが望ましい。そこで本研究室

では，服の上からでも使用可能な非

接触筋電計を開発している。現在，

T シャツの上からでも測定できるこ

とを確認している。

 現在研究中のもので，すでに

実用化の検討に入っているもの

もあるが，医用電子機器の実用

化は大学だけでは難しい。企業

や病院の方々にご協力していた

だきながら，新しい医療機器の

研究・開発を積極的に行ってい

きたいと考えている。

密度を調べており，実用化に向けた

検討を行っている。

（２） カプセル型内視鏡用非接触エ
ネルギー・情報伝送システム

 カプセル型内視鏡は，全消化器官

を撮影できる経口タイプのワイアレ

ス小型カメラシステムである。現在

すでに Given Imaging 社からカプセ

ル型内視鏡（M2A）が発売されて

いるが，カプセル内に収められた小

型電池のエネルギーで動くため，小

腸全部を見終わる前にエネルギーが

切れてしまうという問題がある。そ

こで，体内深部にエネルギーを伝送

するシステムが必要になる。本研究

室では，現在までに，体内深部にあ

るカプセル型内視鏡に，1 W 程度の

電力を送ることができるようになっ

ている。

（３）血管状態診断システム

 近年，動脈硬化など，血管に伴う

病気が急増している。本研究室では

血管の「やわらかさ」を体外から誰

でも手軽に，かつ，正確に計測でき

るシステムの研究開発を行ってい

る。現在までに血管の収縮・拡張の

状態をリアルタイム表示できるシス

テムを試作し，医療施設において手

術中の血管状態のモニタリングに利

用していただいている。今後は，家

 広島大学工学部第二類（電気・電

子・システム・情報系）の生体シス

テム論研究室（辻 敏夫教授，柴 

建次助教授，田中良幸助手）では，

生体運動解析，ヒューマン マシン 

システムの開発とともに，医用電子

機器の研究開発も行っている。ここ

では特に医用電子機器の研究開発に

ついて紹介する（図 1）。

（１） 体内埋込用高効率アクチュエ
ータ

 近年，人工心臓や人工肛門など，

体内に埋め込まれる医療機器の開発

が盛んに行われるようになった。こ

れらはいずれも，電磁アクチュエー

タを用いるが，数 W ～数 10 W の

エネルギーが必要なため，何らかの

エネルギー供給方法を考えなければ

ならない。本研究室では，電磁誘導

によりワイアレスでエネルギー供給

を行う，経皮エネルギー伝送システ

ムと体内埋込用高効率アクチュエー

タを研究開発している。特に近年

は，経皮エネルギー伝送による生体

への安全性を確かめるために，経皮

ト ラ ン ス 近 傍 の 生 体 組 織 の SAR

（Specific Absorption Rate）や電流
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健康！ 

図 1　研究イメージ図
図 2　障害者評価実験の様子
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